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序
そこにひとつの水嚢がある｡古く大きな陶器の盤で､中には水が重たく満ちている｡日常の､目に慣れ
た光景であり､あるいは意識しないほどの微かな安堵を感じるかもしれない｡このとき水嚢は､中に満ち
た水をも含め､一つの固まりとしてsohdな印象を伝えてくる｡またひとつの水嚢がある｡中に水はない｡
がらんとした暗い空間が広がっている｡このとき感じられるものは､水を別としてただ襲だけがあるとい
うことではなく､ある空虚な感じ､喪失感､不在の印象である｡さらにまた､この空の水嚢自体が無い光
景はどうだろう｡そこにあるのはただ何も無い空間の広がりだけであり､もはや空の水嚢がもっていた虚
しさは存在しない｡嚢の内部を占めていた空間はやはり同じ位置に在るにもかかわらず､そして同じよう
に空虚であるにもかかわらず､その空間を外部と区切る器が無くなったがために､虚しさは消えてしまう｡
空虚の感覚は存在が無いという所に生じるのではなく､ある空間を外界から区切り取ることによって生じ
るのである｡そして､その空間の意味が､そこを充たすべきもの､そこに存在していたものと繋がるとき､
虚しさの感覚は深まる｡
ThomasHardyが残した千篇に近い詩の中には ｢虚しさ｣をテーマとしたものが数多く含まれている0
人の欲望の虚しさが詠われ､取り戻せぬ時間の残酷さが詠われ､人間の歴史の愚かさが詠われている｡そ
の中には彼のpessim mが思想の言語で語られる貧しい作品も多いが､彼の恋愛詩､とりわけ最初の夫人
Emmaとの恋愛とその喪失の経験から生み出されたものは彼の詩作品中の精華を成している｡それは､ひ
とつには､その体験による情動があまりにも大きく､彼の卓越しているとは言いがたい批評意識が､そこ
で感じられたものを狭い認識の言語で括り切れなかった､あるいは､括ったつもりの枠の中から無意識に
あふれ出るものが多かったことによると考えられる｡そしてまた､体験の場となった具休的な環境や空間
が､つよく意識的に再構成されることなく､その時に纏った印象で詩の空間を創造していることもプラス
に作用している｡Hardyの詩作品中には､空間的な ｢空虚性｣を表す も`olow"､"vacant'､`empty"､"void"
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などの語が頻繁に現れる.それらは当然､心理的な ｢虚しさ｣-のconnotationをもっている｡Hardyが
経験したある空間を表現するときにこれらの語が使われること､言葉を換えればそういう空間が彼の感覚
に訴えたということは､故なきことではないだろう｡中でもも`olow'は使用される頻度が高く､とくに
Emmaをめぐる詩群の中では多用されている｡nonow'という語が類義の他の語と異なるのは､この語に
は ｢響き (resonance)｣のニュアンスが含まれ､ ｢空虚｣という意味をもちながら､ ｢存在｣もしくは
｢存在の影｣をつよく匂わせる点である｡亡くなってむしろ増していくEmmaの存在感や､取り返し得な
い時間の残酷さ､人間とはそういう存在なのだという諦観に近い認識､も`olow'という語はそれらの感覚
と深い関わりをもっている｡
Emmaをめぐる恋愛詩は､存在と不在､所有と喪失､永遠と瞬間､人のいとなみの意味と空虚さとの交
錯を､新鮮なイメジャリー と寡黙なドラマの中に描き出している.Hardyの詩人としての感覚ばもolow'
な空間を捉えるためにどのような嚢を創り出したのか､そしてその嚢の中に響いている音は何なのか､
も`olow"という語を鍵に追ってみたい｡
I
Hardyはその詩作品中でⅧdl0㌦ という語を35回 (32篇)用いている｡具象的な用法としては､｢目
のくぼみ｣ (332,462)や ｢樹木のうろ｣ (743,853)などを表すものがあるが(1)､最も多いのは ｢窪地｣
という意味での使われ方である｡もちろん､それは彼の作品の舞台となっているWessex地方の､なだら
かに起伏を繰り返す土地にそういう地形が多く存在することが一番の理由であるが､詩の中ではそれらの
窪地に特別な意味が与えられていることが多い｡例えばToIJOuisaintheLane"(822)ではそこは若き
日の逢引きの場所であり､Ⅶ eSingleWitness"(905)では姦通が行われる場である｡恋をする者が密か
な場所を好むのは常のことであるが､それは単に人目を避けるという実際的な理由だけではなく､恋愛が
日常的世界からの離脱を意味するからである｡恋人たちは日常世界から孤立した自分たちだけの空間を求
め､また逆に言えば､そういう孤立した空間はつよく恋愛を示唆するのである｡TheDiscovery"(271)
に措かれる恋もまた､も`onow"において始まる｡
IWANI)BREDtoacrudecoast
Likeaghost;
UponthebinsIsawfiresI
Funeralpyres
See血 dy･andheardbreah g
WaveSlikedistantCannOnade8thatSetthelandsh血 g.
AndsoIneveronce即e88ed
ALeve-nest,
Boweredandcandlelit,lay
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Inmyway,
mlIfoundahidhonow,
Wh ereIburstonhermyheartcouldnotbutfolow.
"TheDiscovery"(271)(2)
HaTdyの詩はしばしば説明が過剰になることで､つまり小説化することで豊かさを失っている｡しかし
この詩は､全体の長さもさることながら､具体的な描写が極めて少なく､その不思議な情景の解釈を読者
の想像力に委ねている｡Hardyは1870年3月に､修復を依頼されてCornwanのSt.Juliot教会を訪
ねる｡この詩が､そこで､やがて妻となるEmmaLavimaGifordに出会った時のことを描いていること
は定説となっているoLかし､その伝記的事実は一つの作品としてのこの詩の理解に大きな助けを与えて
くれるものではない｡
この作品は､次に現れる詩行がそれまでの詩行がつくったイメージを次々に裏切っていくという構造を
もっている｡Southworthはこの詩の詩脚の不規則性と行間休止に注目しでt`hedistressedmentalstateof
theprotagomist'を表すものだといっているが(3)､むしろ韻の構造も ｢私｣の内面を超えたもうひとつ高い
レベルでのイメージの変転を支えるものと考える方が妥当だろう｡まず､1行目で浮かぶのは荒涼とした
土地を紡復する旅人のイメージである｡けっして教会の修理に向かう建築家の姿ではない｡"crude"という
形容詞が､すでにこの詩が描き出す世界に暗い影を付けている｡そして2行目で"Likeaghost"という修飾
が続くとき､先の旅人の姿はより陰彰なものとなる.深い失意の中で魂の脱け殻のようになった者､ある
いは､何かの妄執にとらわれて心を失った者の姿が浮かぶ｡先に読んだ t`oacmdecoast'というフレー ズ
が､ ｢死地を求めて｣という暗示的意味合いを帯びてくるかもしれない｡2行末のセミコロンが一息を入
れた後､3行目には具体的な情景が現れるO"fires"が何を意味しているのかは判然としない｡漠然とした
｢火｣のイメージを抱いたまま4行目に移ると､突然､"FuneralpyTeS'という言葉が現れ､ ｢死｣の影が
急に色濃くなるOしかし､すぐさま次行の冒頭の"Seemingly"が､それが客観的事実であることを打ち消
す｡｢私｣にはそう思えたのだ｡実際､その"fires"が何であったのかは判らない｡Bai1eyは"thesunsetover
theComishclifS'だろうと推測し､灯台の光である可能性も示唆しているが(4)､そういう推量の必要はな
いだろう｡ここはあくまで ｢私｣の内面描写であり､たとえ実際には明かりなどなかったとしても､ ｢私｣
にはそれが見え､"Funeralpyres"に思えたという事実が重要なのである｡"Seemingly"の後にダッシュで
休止が入り､そのあとは視覚から聴覚に転じる｡視覚が捉えたものの投げ出すような短い描き方と､聴覚
が捉えたものの長い描写は対照的である｡ここでは波音の修飾も直境になっており､ ｢私｣の認識がやや
落ち着いているのが感じられる｡しかし､ ｢私｣を包む世界の禍々しく不気味な トー ンは､さらに深まっ
ている｡岩に砕ける波の音が c`annonades'に誓えられているが､これもまた ｢戦い｣の連想から ｢死｣に
通じるイメージであり､それは先のE`Funeralpyres"の個人的なものとは違って､多数の ｢死｣を示唆する｡
さらにその昔が ｢大地を揺るがしていた｣と続くとき､ ｢私｣の世界が､死の影が纏わる何か不吉で荒々
しい力によって揺るがされていることが感じ取られる｡
第2連になると明らかな転調が起こる｡ ｢私｣が初めて内面を語る言葉で話し始め､関心が喚起された
あとに現れるのは､"ALeve-nest,/Boweredandcandle-lit'という思いがけない句である｡ここで俄に広
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がる暖かく和やかなイメージが第1連と対照をなしているというのは多くの評者が指摘するところだが(5)､
注目したいのは空間的な対比である｡第1連の禍々しいイメージの中心にある甘`uneralpyres"が"upon
thehin5'にあったのに対して､"Love-nest"ぱa`hidhonow'の中にあり､かつ木々に包み込まれている｡
荒涼とした世界と､その中に窪地と木々に守られたように存在する隔絶された空間､それは ｢私｣の内面
的世界の映像に他ならない｡しかし､この詩は L`eve-nest"を見つけただけに終わっているのではない.良
終の12行目は突然の情熱の発露を描いているが､そこに用いられている℃`urston"や"couldnotbut'とい
う表現は､第1連の荒々しいイメージと遠く通じ合って何かしら不安な余韻を残す｡第1連の殺伐とした
情景は､恋の喜びや救いを際立たせるために描かれたというには不吉な感じが強過ぎるのである｡あるい
は､Hardyの伝記的な事実と関連付けて､Emmaとの結婚生活の破綻や彼女の死､そして死後の悔恨-の
予兆を見ることもできるかもしれない｡しかし､この詩全体が伝えてくるのは､あるエネルギーに対する
怖れである｡丘の上で不気味に燃えている弔いの火のエネルギー､砲撃のように大地を揺るがす波のエネ
ルギー､それらは､突如として ｢私｣の中に燃え上がった情熱のエネルギーとどこかで通じている｡その
C`rude"な力には破壊の響きがあり､死の匂いがする｡q`rheDiscovery"と題されたこの詩の中で､ ｢私｣
が真に発見したものは､恋人ではなく､自分の内に潜んでいたそのエネルギーではなかったのだろうか｡
それを思うとき､"ahidhonow"は単に地形を表す言葉ではなくなり､不気味に虚ろな音を響かせ始めるの
である｡
ⅠⅠ
"TheDiscovery'と同様のテーマとイメジャリー をもった作品に O`nceatSwanage"(753)がある｡
SwanageはDorset南東部の海岸に位置する小さな港町で､Hardyは1875年の7月から翌年の3月ま
でEmmaを伴ってその町に滞在した｡結婚後1年目のことである｡
THEspraysprangupacrossthecuspsofthemoon,
Anddlitslightloomedgreen
As awitch-flame'sweirdsomesheen
Atthem]血uteofanincantationscene;
Anditgreenedourgaze-thatnightatdemi1une.
Roa血 ghighandroa血 glowwasthesea
Behindtheheadlandshores:
Itsym boledtheslammingofdoors,
Oraregimenthurryingoverholowfloors._.
Andtherewetwostood,handsclasped;Iandshe!
"OnceatSwanage'(753)(6)
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この詩もまた海岸の怪異な光景を描き出しているが､イメージの新鮮さ､ディーテイルの描き方､音の
選び方､そして構成において､"TheDiscovery"よりも優れた作品となっている｡詩の冒頭､いきなり波の
しぶきが目前を舞い上がり､低く浮いた三日月をかすめて夜空に飛散していく｡ダイナミックなイメージ
が瞬時に作り上げられ､読む者を詩の世界に引き込む｡"sprayspranピ'の【spr】のalliterationに続いて､
"up'ではb]の音が､"across"では【r]と【S】の音が繰り返され､さらに c`usps"で【S]とb]が再び響く一連の音
の流れは､無数の白く微細な粒となって舞い上がる水の飛沫の感じを聴覚にも訴える｡2行目で､三日月
は飛散した海水に覆われ､フィルターをかけられたかのように緑に光を変える｡2行目のロ】と【r]の流音の
連続は､濡れたような艶やかさを緑に染まった月光に与える｡そしてその光は魔女が魔法をかける一瞬に
立ちのぼる妖しい焔に誓えられる｡ 1-4行はすべて眼前に広がる情景の描写であり､誰がこの光景を見
ているのかについては伏せられたままである｡5行目で､まさに､それまで暗がりの中で見えなかった人
影が俄に緑の月光に照らし出されるように､ ｢私たち｣の存在が o`urga2:e"という間接的な表現で明らか
になる｡Pauh が､このスタンザに予言的な意味を認めたうえで､なお"it'sclearthatwhatHardyreany
valuesistheunusualvisualefectofgreenmoonlightthrough blowTISpray"といっているが(7)､この第
1連はそう思われるのも無理がないほどの鮮烈な映像である｡
これに対し､第2連は聴覚から入っていく｡倒置によって先頭に出された"roariJlg'が､波の打ち返しの
ように､大きく､小さく､二度繰り返される.その波の轟きは､2行目の"Behindtheheadlandshores"
で､ ｢私たち｣の居る場所からは少し距離があり､直接には見えない所から聞こえてきていることが判る｡
そして､その低く重い轟きは､"Symboled"というやや生硬な動詞によって二つの奇抜な比喰-と繋がって
いく｡"theslammingofdoors'は､嵐の夜､大きな屋敷の一室に居て､あちこちの部屋から､重たいドア
がバタン､バタンと大きな音を立てるのが聞こえてくる､そんな情景を思い浮かばせる｡もう一つは､千
人単位の兵士が､おそらく板を張った床を軍靴で蹴立てて行進してゆくという､極めて印象の強いイメー
ジである｡どちらも非現実的な光景だが､この詩が描いている世界が超自然的な雰囲気をもつために､純
粋な比喉とはならず､半ばその世界に溶け込んでしまうようなところがある｡この二つの比喉は､一見か
かわりが薄いように思えるが､共通する要素をもっている."regiment'の方にははっきりと`Lholow"な床
が描かれているが､ d`oorS"の方にもそのドアの奥にあるものとしても`onow"な部屋が暗示されているO両
者には垂直と水平の違いがあるだけで､或る空虚な空間があり (部屋/床下)､その隔壁 (ドア/床板)
が音を立てているという構図は同じである｡そして最終行に"there'が現れたとき､その近くに場所を表す
語句がないため､ひいては詩の中に ｢私たち｣が居る現実の場所が描かれていないために､その"there"は
あたかも`もolowfloors'を指しているかのような感じを生み出すOつまり､彼らは不気味な音を轟かせる
空洞の上に立ってるかのように｡この最終行の､コンマとセミコロンで休止を入れながら短いフレー ズで
｢私たち｣の正体を明らかにしていくプロセスは劇的である｡まず w`e'が二人であることが判り､"hands
dasped'でその二人のつながりの深さが示唆され､そして最後に ｢私たち｣が恋人であることが示される｡
Southworthは "Throughoutthefirstninelinesthepoetconcentratesallhisefortatlimminga
momentsupernaturalinitsaspecttogivean afectiveconnotationtothefinalline.'と述べている(8)0
"togiveanafFectiveconnotation'という表現が妥当かどうかは別として､この最終行によって､それまで
描かれてきた不気味で荒々しい情景が新たな意味をもつことになるのは確かである｡
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Baileyは ｢私たち｣がHardyとEmmaであるという伝記的前提にたって､この最終行のもつ意味を､
ThefinallinesuggeststhatHardyandEmmastandumitedagainstsomethreattotheir
newlymarriedhappiness,thethreatofan alienand丘ighteninglbrceinnature.The
poemmaybereadinthehghtoflater血1五lmentofsuchathreatinEmma'sdelusions,(9)
と述べている｡この､一見､説得力がある解釈に存在する問題は､テキストにない伝記的な事実を解釈に
持ち込むことは別として､この詩が一人称で書かれていることを忘れていることである｡詩の中に描かれ
ている情景は､あくまで ｢私｣の目に映り､ ｢私｣の耳に響き､ ｢私｣の心に感じ取られたものであって､
けっして客観的な事実ではない｡とくにこのような不思議なイメージは､ ｢私｣の感覚が変容を与え､色
彩をほどこしたものと捉えるのが自然だろう｡この作品に描かれる情景には､確かにBai1eyが t`hreat"と
呼ぶような不気味な力が感じ取られる｡しかし､その情景が ｢私｣の心に映った情景である以上､その
"threat"は ｢私｣の心の中に存在すると捉えるべきである｡
この詩は先のT`heDiscovery"と幾つかの共通したイメージをもっている｡一つは禍々しい ｢火｣である｡
"TheDiscovery"の語り手は丘の上の何かの明かりを"Funeralpyre5'だと感じ､この詩の ｢私｣は月の光
を"witch-flame"のようだと描いている.もう一つは ｢戦い｣のイメージである. T`heDiscovery'の6行
目は岩に砕ける波の音を"distantcannonadesthatsetthelandshaking"に誓え､この作品では同じ波の
音が"are由menthurryingoverht)lowfloors"を象徴すると言っている｡ ｢砲撃｣も ｢連隊｣も共に ｢戦
い｣を暗示する言葉であり､ ｢力｣と ｢破壊｣を感じさせる｡そして､いずれの情景描写も全体として不
吉で荒々しい世界をつくっていることも共通しているO先に､"TheDiscovery"の描き出す世界から感じ取
られるものは､破壊の力を秘めた不吉なェネルギーだと述べたが､同じイメジャリー をもったこの詩から
感じ取られるのも､その同じエネルギーである｡そして､そのエネルギーはやはり ｢私｣の内部にあるの
である｡こ.の詩の ｢私｣においては､その不吉な力は恋愛の情熱として現れている｡恋が内的な現象であ
る以上､それが外部の力によって壊されることはあり得ない｡それが壊れるときは､内的に消滅するか､
あるいは自らの力によって破壊されるかである｡逆に､内的な現象であるがゆえに､つまり禍々しいエネ
ルギーでありながら､その力を支えるもの､保障するものが何もないゆえに､人はそれに怯えるのだ｡
も`olow"の響きの源はここにある｡月の光が緑色に世界を染めても､それは魔女の術にすぎず､千の兵士
の荒々しい行進を支える床の下は ｢空洞｣なのである｡その ｢空洞｣の上に立っ二人は､ゆえ知らぬ不安
に怯えながら､心の内とも外ともつかぬ情景を見つめて､思いの限り手を握り合うほかはない｡
H榔
(l.17119)(10)
Frontidestheloftycoastlandsscreen
Comesmi血gs比etheslamOfdoors,
Orhammenngsonhonowfloors,
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これぽⅧ eWind'SProphecy"(440)の一節である｡ O`nceatSwanage'で用いられた荒々しいドアの
音と虚ろな床が打ちつけられるイメージは､語の選択を若干変えただけの変奏としてここにも現れる｡こ
の作品は､最初に取り上げたT`heDiscovery"と同じく､Hardyが1870年にSt.Juliotを訪れ､Emma
に初めて出会った旅を基に描いている｡"OnceatSwanage"で轟く潮騒がSwanageの海岸のものならば､
この詩で響いているのは Cornwal1の波の音であり､二つのフレー ズが近似しているのは決して同じ情景
が生み出したイメージだからではない｡この作品も前の2作と同じように"Ⅰ'が語る形式をとっているが､
前2作とは異なる点が二つある｡一つは､前2作が過去形で語られているのに対して､この作品では現在
形で語っている点であるOもう一つは､"Ⅰ'の視点の他に"thewind'の視点が持ち込まれている点であるO
この詩は∝tetの5連から構成されているが､各連の始めの4行が情景描写にあてられ､5-6行目が"Ⅰ"
の言葉､最後の2行が t`hewind'が語りかける言葉となっている｡
ITRAVELonbyba打enfans,
And印1lsかntoutlikesilverflecks
Againstacloudthatspeaksofwrecks,
Andbeliesdown withblackalarmS.
Isay:Ⅷ usfrommylady'sm s
lgo;thosearmsHovethebest!'
Thewhdrepliesfromdipandrise,
'Nay;towardheramsthoujoumeyest:
AdistantVergemoroselygray
Appears,whileclotsofflyingfoam
Breakfromitsmuddymon∝lmome,
Andahghtblinksupfaraway.
Isigh:Myeyesnowasdlday
Beholdherebonloopsofhair!'
Likeburstingbondsthewindresponds,
N`ay,Waitfortressesflashingfair!'
(l.1116)(ll)
この作品が描く情景も荒涼としたものではあるが､前の2作のような超自然的な感じはなく､印象派の
風景画がもつような美しさが感じられるものとなっている｡少ないobjectを的確に捉え､新鮮な表現とス
ピード感のある筆遣いで､描かれない風景まで目に浮かぶように映像をつくっていく力にはHardyの卓越
した才能が感じられる｡1連日の空の情景､2連日の海の情景､いずれにも色はなく､それらは､光と影､
形と動きだけで表される｡低く垂れ込めた雲は嵐の到来を予感させるように暗く､灰色の群れの中から幾
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つもの黒い脹らみを地面に向けて盛り出し､あちこちでゆっくりと渦を巻きながら目に見える速さで流れ
て行っている｡その雲を背景に､時おりカモメが翼を返し､その一瞬､銀色に光る｡やがて ｢私｣の移動
とともに雲よりもなお暗い水平線が視野に現れ､その色のない海面から､波のしぶきがとろりとした泡と
なって舞い上がる｡"clotsofflyingfoam'や"muddymon∝brome"という表現に現れる感覚は斬新である.
T`hefinestfeaturesofthepoemareinthescenicdescription"とはPurdyの言葉だが(12)､"I"と"thewind'
の対話の部分が古臭さを感じさせるだけ､情景描写が精彩を放っているのは確かである｡
｢私｣と ｢風｣の発言の構図は単純である｡ ｢私｣には"ebonloopsofhair"をもつ恋人がいて､ ｢私｣
はその女性-の思いを語る.｢風｣は｢私｣がその恋人から離れていきつつあるのだと言い､"tl･essesflashing
fair"をもつ女性を待ちなさいというoBai1ey､I)avie､Miler等は､現在の恋人をTryphenaSparks､こ
れから出会う恋人をEmmaとしており(13)､また､前者については異説もあるが､それはさして重要なこ
とではないだろう｡とにかく､現在の恋人とこれから出会う恋人について ｢私｣と ｢風｣は異なる認識を
もち､｢風｣は｢私｣の発言を悉く否定していくのである｡この｢風｣に､Paulinは a`dete血 isticmechanism
whoseprocessarerunningontotheirinevitableconclusion"を捉え(14)､Richardsonは`asym bolforthe
siainawareness,anditwouldbeeasytoseeitastheequivalentoftime"と述べている(15)｡いずれにせ
よ ｢風｣が語る内容は ｢私｣に訪れる運命を知っている者の言葉である｡それに対し､ ｢私｣は現在の自
分の感情と意思しか知らない｡彼の旅が現在形で語られるのはそのためである｡
詩は ｢私｣の移動にしたがって風景を変えながら進んでいく｡
Frontidestheloftycoastlandsscreen
Comesmitingshketheslamofdool.S,
Orhammenngsonholowfloors,
As theswelcleavesthrough cavesunseen.
SayI:Thoughbroadthiswi1dterrene,
Hercityhomeismatchedofnone!'
Fromthehoarseskiesthewhdreplies:
TholShouldsthavesaidhersea-bordone.'
Theal1-prevailingcloudsexclude
Theonequicktimoroustransientstar;
Thewavesoutsidewherebreakersare
HuZiZalikeamadmultitude.
'Wh erethesunupsit,mist-imbued,'
Icry,`thererelgnSthestarforme!'
ThewindoutShrieksfrompointsandpeaks:
'Here,westward,whereitdowns,mean ye!'
Yondertheheadland,Vulturine,
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SnoreslikeoldSkrym erinhissleep,
Andeverychasmandeverysteep
Blackensaswakeseachpharos-shine.
'Iroam ,butoneissafelymine,'
Isay. G`odgrantshestaymyown!'
LowlaughSthewindasifitgrinned:
T`byloveisonethou'stnotyetknown.I
(礼 17-40)(16)
第3連に描かれる海岸は､高い海蝕崖をつくる岬と入江が交互するような地形なのだろう｡ ｢私｣の居
る位置からはその高い崖に阻まれて向こう側は見えない｡しかし､岬の裏側の断崖には､波が洗うあたり
に海蝕洞が幾つも口を開いていて､荒れた波が打ち寄せてその洞窟になだれ込むと､どどっと地を揺るが
すような轟きを発するのである.ここに現れるも`am meringsonholowfloors'と極めて類似した表現は､
先の O`nceatSwanage'のみならず"TheRe-Enactment"(301)にも､`Wh entheboom/Oftheocean,like
ahammeringinahonowtomb,/Throbbedupthecopse-clothedvaley'という形で用いられており(17)､
このイメージがHardyにとって重要なものであり､Hardyの感覚に強く訴えるものを含んでいることを
窺わせる｡これらの表現が共有する要素は四つある｡第1に､荒々しいエネルギーをもっているというこ
と｡第2に､目には見えない所にあり､音だけが伝わってくるということ｡第3に､ C`annonades"､
"reginent'､ t`omb'､そしてこの詩の"cleave'など､ ｢破壊｣や ｢死｣のイメージをもっているというこ
と｡第4に､牝olow"｢空虚｣であるということである｡この作品においては､ ｢私｣が､われ知らず､
現在の恋人を捨てて新たな恋人の元-向かおうとしているというテーマの全てが､この数行の表現に含ま
れる｡恋愛の情熱は ｢荒々しいエネルギー｣であり､それはこの場合､現在の恋人とのつながりを ｢破壊｣
してしまうものである｡しかし､そのことはまだ ｢私｣には ｢隠されている｣｡そして､現在の恋人に対
する情熱がそうして潰えてしまうものならば､新たに出会う女性に対する情熱も ｢空虚｣なものになるの
である｡さらに､もし伝記的事実まで視野に入れるならば､Emmaの ｢死｣とそのあとに来る ｢虚しさ｣
-の暗示を読み取ることもできる｡
そして､もう一点､指摘しておきたいのは､"door"のイメージについてである｡Hafdyは､同じEmma
との出会いを S`heOpenedtheDoor"(740)という作品にも描いている.その中では､"Sheopenedthedoor
ofRomancetome,'､"SheopenedthedoorofaLovetome,'などの詩行でもわかるように(18)､恋の始ま
りを｢ドアを開く｣という比境で描いている｡`door"がそういうconnotationをもつならば､この"TheWind's
Prophecy"の中でバタン､バタンと開閉を繰り返しているドアは､一つの恋愛の終わりと､もう一つの恋
愛の始まり､そしてその恋愛もまた終わることを意味している｡Orelの言葉を借 りるなら ｢私｣は"a
romancethathasfded'から"anotherthatw止lfail'-と旅しているのだ(19)｡第 Ⅰ章で､孤立した閉ざさ
れた空間が恋愛を示唆することを述べたが､決して閉ざされたままにはならない空間は､その不可能性を
示唆する｡このドアの響きが不気味な空虚さをもつのはそれゆえなのだ｡
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ⅠⅤ
T`heWind'sprophecy'の ｢私｣は､自分を待っている運命を知らなかった｡情熱の暴力性と移ろいや
すさ､時が人から奪ってゆくものとそれが取り返し得ないこと､そして､老いと死- 大きな ｢空虚｣を
自らの内に抱えていながら､ ｢私｣はそれに気づくことはなかった｡では､人がそれに直面したときどう
なるのか､それを描いているのが A`fteraJourney"(289)である."TheWind'sProphecy"でこれから出
会う恋人のモデルとなったEmmaは､Hardyとの38年間の冷えきった結婚生活の後､1912年に病
死する｡Hardyはその翌年､Emmaとの恋の追憶に駆られて､彼女と出会った地であるCornwdlを43
年ぶりに訪れる｡この作品はその時の経験をもとにつくられている｡その意味では､この作品の ｢私｣は
T`heWind'sProphecy"のinnocentな ｢私｣の43年を経たexperiencedな姿である.タイ トルの A`氏era
Jolmey'はCornwan-の旅のあと､と言う意味だが､それはまた ｢私｣の43年間の旅のあとでもあるo
HERETOIconetoviewavoicelessghost;
Whither,0whitherwilitswhimnowdrawne?
Upthedi托down,tillⅠ'mlonely,lost,
Andtheunseenwaters'ejaculationsaweme.
Wh ereyouwinnextbethere'snoknow血g,
Facingroundaboutmeeverywhere,
Withyournut-colouredhair,
Andgrayeyes,a且drose-flushcomingandgoing.
Yes:Ihavere-enteredyouroldenhauntsatlast;
Through theyears,through thedeadscenesIhavetrackedyou;
Wh athaveyounowfoundtosayofourpast-
ScannedacrossthedarkspacewhereinIhavelackedyou?
Summergaveussweets,butautumnwroughtdivsion?
Thingswerenotlastlyasfirstlywel
Withustwain,youten?
Butal1'sclosednow,despiteTime'sderision.
Iseewhatyouaredoing:youareleadingmeon
Tothespotsweknewwhenwehauntedheretogether,
Thewaterfall,abovewhichthemist-bowshone
Atthethenfairholrinthethenfairweather,
Andthecavejustunder,withavoicestilsoholow
Thatitseemstocallouttomefromfortyyearsago,
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Wh enyolWereallaglow,
AndnotthethinghostthatInowfraillyfolow!
Ignorantofwhatthereis且ittingheretosee,
ThewakedbirdspreenandthesealSfloplazily;
SoonyouwiLhave,Dear,tovanishfromme,
Forthestarsclosetheirshuttersanddawn whitensha五山y.
Thstme,Im血dnot,thoughLifelours,
Thebringingmehere;nay,bringmehereagam!
Ianjustthesameaswhen
Ourdayswereajoy,andourpathsthroughflowers.
PeDtaLlgaDBay
"AfteraJoumey"(289)(20)
一見elegyように見えるこの作品は､実は死者その人に対しては残酷なものである｡｢私｣は a`voiceless
ghost"を見たいがために､40年ぶりに"PentarganBay"を訪れる｡この"ghost'は､決して､それからの
40年を共に生きて亡くなった人ではない｡追憶ならば､むしろより多くの思い出が染みついた場所､生
前の姿を身近に感じられる場所､例えば共に暮らした家でなされるのが自然だろう｡ ｢私｣がわざわざ4
0年前の記憶の場所まで旅して来ているのは､彼が今､求めているのが､生きた時間の全ての現実を抱え
た ｢人｣ではなく､40年前の或る一時に存在した ｢恋人｣だからである｡それゆえ､彼のまわりに現れ
る`ghost"ぱ W`ithyournut-colouredhair,/An dgrayeyes,androse-flush'と措写される｡普通ならば､
妻をなくした者が思い浮かべる相手の姿は､記憶に新しい姿であって､40年前の姿であるはずはない｡
この詩は､正しくlovesongである｡
夜明け前､ ｢私｣は恋人の姿を追って､かつて二人で遊んだ地を紡径う｡崖を上り､また下り､やがて
恋人の影は消えて､ひとり取り残される｡もう､現れてくれないのかと現実に引き戻されそうになってい
ると､どこからか不意に波が打ち寄せる音が聞こえ､はっと､若き日の自分を畏怖させたエネルギーに驚
かされる｡始めは40年の歳月を飛び越えられずに､恋の世界と現実とを行きつ戻りつしていた ｢私｣は､
この u`nseenwater'sejaculations'で俄に恋の世界に引き込まれる｡それからは､彼のまわりのあちらに
こちらにと恋人は現れ､やがてその生き生きとした表情まで鮮やかになる.第2連のE`YeS:"で始まる初行
は､彼がすっかりかつての恋の世界に入ったマニフェスティションである｡その行末の"atlast"と次の行
は､ある意味で空恐ろしい響きをもっている｡ ｢私｣はずっと､かつてこの場所で情熱を燃やした ｢恋人｣
の姿を追い求めてきたと言うのだ｡それからの歳月は"也edeadscenes"としか呼ばれない｡11-15行
で､ ｢私｣は､その後の二人の過去をどう思っているのかと`ghost"に問いかけるが､その問いには本当に
知りたくて聞いているような響きはない｡夏が永遠に続くわけはなく､たとえ二人の関係が1`astlywelr
だったとしても､40年前の恋が取り戻せはしなかったことを ｢私｣は分かっている｡むしろ､すべてを
時に帰してしまう (Summer/autumn,firstlyAastly)悟ったような見方-の抵抗を含んだ問いである｡だ
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から､その連の最後の行に B`utal1'sclosednow'という言葉が現れたとき､そこに浮かぶのは悔恨でも諦
観でもなく､むしろ､現実の中に生きている相手との乱按や葛藤ももう終った､という区切りの感覚であ
る｡行後半の"despiteTime'sderision'には､ ｢時｣はもうこれで自分たち二人に手出し出来ないという示
唆がある｡踏み込んで言うならば､これで純粋に恋人の姿とだけ向き合えるという ｢私｣の思いさえ感じ
取れるのである｡
第3連に入ると､ ｢私｣は g`host"に導かれて､恋の思い出の場所を巡る040年前の輝かしい時間の中
で､水しぶきに白い虹が懸かる滝-､そしてその下にある洞窟-と｡BaileyはPentarganBayにあるそ
の場所の地形を､"atinystreamfallsfromadepressionintheclifsasawateぬlabouttwentyfeet
high;atthebaseofthewaterfhnseawavesbeatintocavems'と解説している(21)｡この t`hecave'もそう
いう海蝕洞の一つならば､それば T`heWind'SProplleCy"に現れる c`aves"と同種のものである｡そして､
その洞窟からは､同じようにE`honow'な響きが聞こえてくるのだ｡"Stilsoholow'という表現は､たんに､
かつての情景が今も変わらないというにとどまらない示唆を含んでいる｡青空､滝に懸かる虹､海鳥やア
ザラシ､花の小径などは､若き日の恋を連想させるにふさわしい相関物だが､"sobonow'な音を響かせる
洞窟というのは､むしろ"thinghost'に通じるネガティヴなイメージである｡しかし､先の三つの詩で見て
きたように､恋の情熱が､見えない破滅を秘めた空虚なェネルギーであるなら､このb`olowcave'こそは
それにふさわしい相関物なのである｡そして､それが､自分たちに訪れる運命を知らずに恋の歓びにひた
っていた時も"soholow'であり､今もなお s`ohonow'であるなら､彼の恋は今もなお失われてはいないの
だ｡それゆえ､もう恋の対象がこの世に存在しないにもかかわらず､彼はこの場所まで旅してきたのだ｡
その行為は虚しいことだけれど､その虚しさは恋が生む虚しさに他ならない｡だが､23行目のW`henyou
wereal1aglow,"から24行目の"AndnotthethinghostthatInowfrainyfolow!'に移るとき､彼の心に
現実の認識が忍び込み､恋人がもうこの世にはいないことの虚しさをあらためて自覚する｡
第4連の冒頭2行は､｢私｣が現実認識を取り戻しつつあることを示唆する｡`I印OrantOfwhatthereis
flittingheretosee,'は､鳥やアザラシの視点に立った捉え方で表現されており､ ｢私｣と`ghost"に対する
客観性が出てきているのが分かる｡そして27､28行では､`ghost"が g`host"に過ぎず､亡霊の常として
夜明けとともに消え去るものであることが､はっきりと認識される｡今も変わらないと歌われた恋は､俄
にその空虚さを露呈し､現実の中に消えゆこうとする｡その時である｡閉じられようとする s`hutters"の
間にかすかに浮かぶ恋人の姿に､ ｢私｣の声が響く- "Trustme,Ⅰmindnot,though Lifelouts,/The
bringingmehere;nay,bringmehereagain!".最初の呼びかけが T`rustme"であるのは示唆的であるO
｢私｣はもうinn∝entな若者ではない｡自分の中の現実認識が恋を恋のまま残しておけないことを彼は知
っていて､そのことが､純粋な恋の世界の"ghost"に不信を与えることも分かっている｡"m stme"という
叫びは､そういう自分自身の懐疑に対する否定である｡そして､それに続("tholgh I,ifelours,'は､彼の
思いをくっきりと浮かび上がらせる｡この大文字の L`ife"は､彼の生命であり､彼の人生を意味するが､
本来､他動詞であるl`our'の後に､α血e"､"you"､或いはlove"を読み取ることもできる.そのときのL`ife"
は､"Time'や T`ate"と同義となるO恋が ｢時｣や ｢運命｣に蝕まれて ｢虚しい｣ものになるなら､たとえ
そうなろうとも､という現実認識を伴った思いこそ､恋に永遠性を与えるものである｡すでにこの世には
いない恋人に向かっでbringmehereagain!"と叫ぶ ｢私｣を動かしているのは､若い日々と変わらない空
虚なェネルギーである｡それはまさに恋の情動に他ならない｡最終の2行で､ ｢私｣は自分が､恋の歓び
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に満ちあふれていた40年前の自分と何も変わっていない､と言う｡切なく､虚しく､そして恐ろしい言
葉である｡
真の､恋の ｢空虚さ｣は､それが想像力という何の根拠ももたない力が創り出す虚構であるところにあ
る｡だからこそ､その力さえ失わないならば､たとえ現実の恋がどんなに無残なものに変わり果てても､
たとえ相手の存在がこの世になくなったとしても､恋は在りつづけるのである｡
結
Hardyの恋愛詩の中で､も`onow"という語は､それぞれの作品のテーマに関連して特別な意味をもつ語
である｡ひいては､彼の感性や思想に深く関わる語でもある｡名詞として､窪地､岩や木の空洞､建物の
奥まった場所などを表す場合､それは登場人物の感情を暗示する.或るE`honow"に男女がいて､外界とは
隔絶する空間をつくっているとき､それは二人の恋を示唆する｡その二人がも`onow'から出て､外界に曝
される場所に在るとき､それは二人の結び付きの破綻を予告する.さらに､二人が居たも`onow"が空の状
態で描かれるとき､そこには恋の虚しさが浮かび上がる｡
Emmaをめぐる詩篇には､海に絡んで､も`olowfloor"､も`onowcave"のイメージがしばしば現れる.
Comwal1の断崖が切り立った海岸には海蝕洞が幾つも口を開き､荒れた波がその洞窟になだれ込むと､
深々とした不気味な音をたてる｡HardyのEmmaとの恋はその昔を背景に生まれ､その昔が響く中で高
揚した｡しかし､その昔が詩人としての Hardyを捉えたのは､ただ私的な経験に於いて恋と結び付いて
いたからだけではない｡それが､恋愛がもっている荒々しいエネルギーや､破壊性､空虚さ､ひいては人
の生そのものを象徴するものであったからである｡それゆえ､その昔は､たとえ海がない場所でも詩人の
耳には響き続けるのだ｡様々な詩の中で､も`olowfloor"､b`onowcave"のイメージは､微妙に形を変えて
変奏を響かせる｡その昔は､荒々しく､不気味で､人のいとなみから高波のように意味を奪い去っていく
ように思える｡しかし､虚しいということは真に何も無いことと同義ではない｡破綻することが予知でき
て始めから退いた恋は､まぶしい日々 の後に悔恨に苛まれる恋よりどれだけ豊かだろうか｡嚢のないとこ
ろに､空の水嚢の虚しさは存在しないのだoHardyばもolow"のイメジャリー を巧みに使うことによって､
生のエネルギーと醒めた認識のせめぎあいを､そして､その中にしか在り得ない人間の姿を描くことに成
功している｡
そこに､かつて水が入っていた水嚢がある｡それは空だけれど､水の匂いがする｡水の思い出に満ちて
いる｡私たちの想像力は､その空の嚢に満々と水を満たすことができる｡本物の水はやがて蒸発して消え
去るが､私たちの想像力が満たした水は､けっして消えることはない0
(了)
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